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大
空
へ

平成２８年９月⑴

学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

学
長
就
任
式

鹿
屋
体
育
大
学
長　
　

松
下　

雅
雄

　

８
月
２
日
に
は
鹿
屋
体
育

大
学
で
松
下
新
学
長
の
就
任

式
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
教

職
員
を
前
に
、
学
長
と
し
て

の
抱
負
や
目
標
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

松
下
学
長
は
就
任
す
る

に
あ
た
っ
て
、
鹿
屋
体
育
大

学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
た

て
、
大
学
運
営
の
方
針
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
透
明

化
・
組
織
化
・
発
信
化
を
大

学
運
営
の
３
つ
の
柱
と
し
、

唯
一
の
国
立
体
育
大
学
で
あ

る
鹿
屋
体
育
大
学
の
強
み
を

社
会
に
還
元
し
て
い
く
た
め

　

８
月
１
日
付
け
で
鹿
屋
体

育
大
学
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
体
育
大
学
の
学
長
と

し
て
、
教
育
と
研
究
の
最
前

線
で
活
躍
で
き
る
こ
と
は
大

変
名
誉
な
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
は
、
ス

ポ
ー
ツ
競
技
に
お
け
る
技
や

力
の
追
求
、
日
常
的
な
運
動

実
施
に
よ
る
体
力
・
健
康
づ

く
り
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
社
会
の

活
性
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
人
間
に
と
っ
て
有
用

な
活
動
で
あ
り
、
計
り
知

れ
な
い
価
値
を
も
つ
も
の
で

す
。

　

全
国
で
た
だ
一
つ
の
国
立

の
体
育
系
大
学
で
あ
る
鹿
屋

体
育
大
学
の
学
長
と
し
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
で
未
来
を
拓
く

　

２
０
１
６
年
最
大
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
第

31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
（
２
０
１
６
／
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
）」
が
感
動
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
日
本

代
表
チ
ー
ム
は
史
上
最
多
と

な
る
金
12
個
、
銀
8
個
、
銅

21
個
、
計
41
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、
日
本
中
を
歓
喜
の

渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。「
日

本
代
表
」
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
・

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
地
で
、

世
界
の
各
国
を
代
表
す
る
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
戦
っ
た

3
名
の
鹿
屋
体
育
大
学
関
係

者
の
競
技
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

松
田
丈
志
選
手

　
（�

鹿
屋
体
育
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
３
年
）

　

競
泳
男
子

　

８
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

銅
メ
ダ
ル

塚
越
さ
く
ら
選
手

　
（�
２
０
１
６
年
3
月
同
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
）

　

自
転
車
競
技

　

女
子
オ
ム
ニ
ア
ム

　

16
位

内
間
康
平
選
手　

　
（�

２
０
１
１
年
3
月
同
大
学

競
泳
　
松
田
丈
志
選
手
銅
メ
ダ
ル
獲
得
！

自
転
車
競
技
　
内
間
康
平
選
手
、
塚
越
さ
く
ら
選
手

感
動
を
あ
り
が
と
う
！

２
０
１
６
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

卒
業
）

　

自
転
車
競
技

　

男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

途
中
棄
権

　

今
回
で
4
回
目
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
と
な
っ
た
松
田

選
手
は
、
競
泳
男
子
８
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
52
年
ぶ
り
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
自
転
車
競
技

女
子
オ
ム
ニ
ア
ム
に
出
場
し

た
塚
越
選
手
は
、
総
合
結
果

16
位
と
な
っ
た
も
の
の
、
得

意
の
短
距
離
種
目
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
で
6
位
と
初
め
て

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で

大
健
闘
し
ま
し
た
。
自
転
車

競
技
男
子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に

出
場
し
た
内
間
選
手
は
他
選

手
と
接
触
し
た
影
響
に
よ
り

途
中
棄
権
と
な
っ
た
も
の
の
、

同
じ
日
本
代
表
の
新
城
選
手

の
先
導
や
風
よ
け
、
給
水
な

ど
ア
シ
ス
ト
役
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

　

8
月
10
日
に
は
鹿
屋
体
育

大
学
に
て
競
泳
男
子
８
０
０

ｍ
リ
レ
ー
決
勝
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
同

大
学
生
、
教
職
員
、
鹿
屋
市

民
な
ど
約
１
３
０
名
が
松
田

選
手
へ
声
援
を
送
り
、
銅
メ

ダ
ル
獲
得
の
瞬
間
に
は
会
場

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、

福
永
前
学
長
が
提
唱
し

た
「
貯
筋
運
動
」
の
活
動

が
盛
ん
で
あ
る
が
、
私
の

祖
母
も
ま
た
、
「
貯
筋
」

を
た
く
さ
ん
蓄
え
て
い
る

で
あ
ろ
う
高
齢
者
の
１

人
で
あ
る
▼
神
戸
在
住

の
祖
母
は
、
今
年
米
寿

を
迎
え
る
が
、
と
て
も
元

気
で
、
か
つ
真
面
目
、
そ

し
て
か
な
り
の
綺
麗
好

き
で
あ
る
。
早
朝
に
起
き

て
、
掃
除
、
洗
濯
を
す
る

が
、
自
宅
は
常
に
整
理

整
頓
さ
れ
、
ゴ
ミ
一
つ
な

く
、
台
所
の
シ
ン
ク
に
も

水
一
滴
も
な
い
。
毎
晩
、

お
風
呂
に
入
っ
た
後
も
、

天
井
ま
で
水
一
滴
も
残
さ

ず
拭
き
取
っ
て
い
る
徹

底
ぶ
り
で
あ
る
▼
神
戸

の
自
宅
は
高
台
に
あ
り
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際

は
直
接
の
被
害
を
何
と

か
免
れ
た
が
、
そ
こ
か
ら

坂
を
下
っ
て
20
分
ほ
ど
か

か
る
商
店
街
へ
、
頻
繁
に

徒
歩
で
通
っ
て
い
た
▼
高

齢
に
な
っ
て
か
ら
は
、
商

店
街
へ
行
く
頻
度
は
減
っ

た
が
、
自
宅
で
い
ろ
い
ろ

な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
毎
朝

行
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
た
ま
に
電
話
を
す

る
が
、
一
旦
話
し
出
す
と

止
ま
ら
な
い
。
心
身
と
も

に
健
康
な
彼
女
は
、
私
が

尊
敬
す
る
最
強
の
祖
母

で
あ
る
▼
そ
ん
な
祖
母

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
親
戚
の
な
か

で
誰
が
受
け
継
い
で
い
る

の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

私
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確

か
で
あ
る
。
昔
か
ら
体
を

動
か
す
こ
と
は
好
き
で

は
あ
る
も
の
の
、
鹿
屋
へ

来
て
か
ら
は
、
め
っ
き
り

運
動
す
る
回
数
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で
、

水
泳
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ヨ
ガ

な
ど
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
は

み
た
が
、
今
で
は
週
に
１

回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
み

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最

強
の
祖
母
を
見
習
い
、
ま

ず
は
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始

め
て
み
よ
う
か
。
（
Ｒ･

Ｏ
）

塚越選手応援パブリックビューイングの様子

松田選手応援パブリックビューイングの様子

塚越さん表敬

自
分
を
創
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
近
隣
の
自
治
体
を

は
じ
め
関
係
機
関
・
企
業
の

皆
様
と
の
関
係
を
大
切
に
、

構
成
員
で
あ
る
学
生
と
教
職

員
が
活
躍
す
る
大
学
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
大
学
の
一
般

的
な
使
命
で
あ
る
「
教
育
」、

「
研
究
」、
そ
し
て
「
社
会
貢

献
」
ご
と
に
私
の
目
指
す
具

体
的
な
鹿
屋
体
育
大
学
像

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、「
教
育
」
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
に
必
要

な
専
門
能
力
に
加
え
、
人
間

力
を
育
成
し
、
本
学
で
学
ぶ

学
生
が
鹿
屋
に
来
て
よ
か
っ

た
、
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
で
き
る
大
学
を
目
指
し
ま

す
。

　

次
に
「
研
究
」
で
は
、
ア

ジ
ア
地
域
を
柱
に
体
育
・
健

康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
武

道
分
野
の
研
究
の
核
と
な
る

大
学
を
目
指
し
ま
す
。
本

学
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
一
連
の

動
き
も
科
学
す
る
こ
と
が
可

能
な
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
棟
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
こ

の
よ
う
な
研
究
施
設
を
活
用

し
て
４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
貢
献
し
、
素
晴
ら
し
い
レ

ガ
シ
ー
を
未
来
に
残
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
社
会
貢
献
」
で

は
、
本
学
が
立
地
し
て
い
る

鹿
屋
市
を
は
じ
め
県
内
外
、

ひ
い
て
は
国
外
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
大

学
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
大
学
の
教
育
研
究
の

成
果
を
公
開
講
座
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
子
ど
も
達
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
様
々
な
方

法
で
社
会
に
還
元
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
２
０
２
０
年
の
鹿
児

島
国
体
に
は
、
様
々
な
側
面

か
ら
協
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
目
指
す
鹿
屋
体

育
大
学
像
を
実
現
し
て
い
く

に
は
、
教
職
員
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

が
必
要
で
す
。
社
会
の
中
の

大
学
と
い
う
意
識
を
忘
れ

ず
、
大
学
運
営
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
本
学

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
、
鹿
屋
体
育
大
学
内
の
人

知
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
が
喜
び
に
沸
き
ま
し
た
。

　

同
17
日
に
は
鹿
屋
市
役
所

に
て
内
間
選
手
と
塚
越
選
手

の
応
援
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
17
時
か
ら
行
わ
れ
た
自

転
車
競
技
女
子
オ
ム
ニ
ア
ム

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

に
は
、
録
画
放
送
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
鹿
屋
市
民
の

方
々
、
鹿
屋
体
育
大
学
自
転

車
競
技
部
の
学
生
や
同
教
職

員
が
多
数
駆
け
つ
け
、
塚
越

選
手
へ
た
く
さ
ん
の
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
の
8

月
26
日
に
は
塚
越
選
手
が
鹿

屋
体
育
大
学
を
訪
れ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
結
果
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
塚
越
さ
ん
は
大

会
を
振
り
返
り
「
緊
張
し
て

思
う
よ
う
な
走
り
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
実
際
に
出
場
し

て
み
て
、
ま
た
こ
の
舞
台
に

立
ち
た
い
と
強
く
思
っ
た
。

２
０
２
０
年
の
東
京
大
会
で

は
今
回
の
経
験
を
活
か
し
て

い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
。」
と
語
り
、
4
年
後
へ
向

け
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
声
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学長就任式の様子
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
受
験
希
望
者
と
そ
の
保
護
者

等
を
対
象
と
し
て
、
７
月
16
日
に
平
成
28
年
度
第
１
回

大
学
説
明
会
、
翌
17
日
に
体
験
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
大
学
説
明
会
に
２
１
６
名
、
体
験
授

業
に
は
延
べ
62
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
大
学
説
明
会
で
は
、
大
学
及
び
入
試
の
概
要

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

や
在
学
生
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
実
験
・
実
習

体
験
を
含
む
施
設
見

学
等
を
行
い
、
翌
日
の

体
験
授
業
で
は
、
５
名

の
先
生
に
よ
る
３
つ
の

授
業
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
同
窓
会
か

ら
の
支
援
に
よ
る
学
生

食
堂
体
験
や
課
外
活
動

団
体
の
ポ
ス
タ
ー
展
示

も
行
わ
れ
、
参
加
者
か

ら
も
好
評
で
し
た
。

体験授業「柔道」 大学説明会「在学生からのアドバイス」

平
成
28
年
度 

第
１
回
大
学
説
明
会

及
び
体
験
授
業
を
開
催

●推薦入試
１．募集人員　　体育学部   スポーツ総合課程   　５０人
       　　　　　　　　　　　武　 道　 課　 程　　２０人
　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計　　７０人
２．推薦要件
　 　推薦入試に出願できる者は、次の（１）～（５）のすべてに該当する者と

します。
　（１） 次の各号のいずれかに該当する者で出身学校長が責任を持って推薦し

得る者（既卒者については卒業後1年以内）
　　　①高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び平成29年3月卒業見込みの者
　　　②通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成29年3月修了見込みの者
　　　③ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定により、

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び平成
29年3月31日までにこれに該当する見込みの者

　（２）本学が定めた強化種目において、以下のいずれかの競技成績をあげた者
    ◎強化種目：［スポーツ総合課程］ 

　　　　　　　　　　陸上競技、体操競技、水泳、バスケットボール、
　　　　　　　　　　サッカー（男子）、テニス、バレーボール、
　　　　　　　　　　海洋スポーツ（セーリング、ローイング）、自転車競技
　　　　　　　　　［武道課程］
　　　　　　　　　　柔道、剣道、なぎなた（女子）

     ①スポーツ総合課程
　　（個人種目）
　　　・全国大会ベスト16以上の競技成績を有する者
　　　・公式ランキング16位以上の競技成績を有する者
　　　・ブロック大会ベスト8以上の競技成績を有する者
　　　・ ブロック大会の種目別・団体総合ベスト8以上の競技成績を有する者

（テニス、体操競技、駅伝）
　　（団体種目※）
　　　・全国大会又はブロック大会に出場した競技成績を有するレギュラーメンバー
　　　・ブロック単位での優秀選手、強化選手
　　　※ 団体種目とは、バスケットボール、サッカー（男子）、バレーボー

ルの種目を指します。
    ②武道課程
　　　・全国大会ベスト16以上の競技成績を有する者（団体はレギュラーメンバーのみ）
　　　・ブロック大会ベスト８以上の競技成績を有する者（団体はレギュラーメンバーのみ）
　　　・ブロック単位での優秀選手、強化選手
　　　・金鷲旗高校柔道大会又は玉竜旗高校剣道大会において連続15人以上勝ち抜いた者

　（３）当該スポーツ・武道の分野においてその活動を継続し、競技力の向上に努める者
　（４）調査書の全体の評定平均値が3.0以上の者
　（５）本学の教育課程を履修するための学力を有する者
３．選抜日程等
　　出 願 期 間　　　平成28年11月１日（火）～11月４日（金）
　　選 抜 日 程　　　平成28年11月17日（木）・11月18日（金）
　　合格者発表日　　　平成28年11月30日（水）
４．選抜方法
　 　推薦入試は、出身学校長の推薦に基づき、本学が行う試験（小論文、面接

及び実技検査）の成績、調査書、競技歴調書、推薦書の内容及び健康診断の
結果を総合して選抜します。

　　なお、大学入試センター試験は課しません。
    ※実技検査の内容
　　 　下記のとおり課程別に指定した実技検査種目ＡからOまでの中の１種目を

選択することになります。
 　　　ア．スポーツ総合課程
　　　　　 Ａ 陸上競技　Ｂ 体操競技　Ｃ 水泳　Ｄ バスケットボール
　　　　　 Ｅ サッカー（男子）（フットサルを除く。）　Ｆ テニス　G バレーボール
　　　　　  海洋スポーツ（セーリング：Ｈ ヨット　Ｉ ボードセーリング、

ローイング：Ｊ ボート　Ｋ カヌー）　L 自転車競技
　　　 イ．武道課程
　　　　　 M 柔道　N 剣道　O なぎなた（女子）

●一般入試
１．募集人員　体育学部    スポーツ総合課程　　　６０人
　　　　　　　　　　　 　武　 道　 課　 程　　　２５人
　　　　　　　　　　　　　　　 　合　　計　　　８５人
２．出願資格
　 　一般入試に出願できる者は、次の（１）～（３）のいずれかに該当し、か

つ、平成29年度大学入学者選抜大学入試センター試験の教科・科目の中から
本学が指定する3教科・3科目を受験した者

 　（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び平成29年3月卒業見込みの者
 　（２）通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成29年3月修了見込みの者
 　（３） 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定によ

り、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者
及び平成29年3月31日までにこれに該当する見込みの者

３．選抜日程等
　　出 願 期 間　　　平成29年１月23日（月）～２月１日（水）
　　選 抜 日 程　　　平成29年２月25日（土）・２月26日（日）
　　合格者発表日　　　平成29年３月７日（火）
４．選抜方法
　 　一般入試は、平成29年度大学入学者選抜大学入試センター試験並びに本学

が行う試験（面接、実技検査）の成績、調査書、指定調書の内容及び健康診
断の結果を総合して選抜します。

　　※実技検査の内容
　 　　 下記のとおり課程別に指定された実技検査種目又は運動能力検査（ス

ポーツ総合課程のみ）で実施します。
　　 （ＡからＮの中から1種目を選択することになります。）
         ア．スポーツ総合課程　　Ａ 陸上競技　Ｂ 器械運動　Ｃ 水泳　Ｄ バス

ケットボール　Ｅ サッカー　Ｆ テニス　Ｇ バレーボール　海洋スポー
ツ（セーリング：Ｈ ヨット　Ｉ ボードセーリング，ローイング：Ｊ 
ボート　Ｋ カヌー）Ｌ運動能力検査（検査項目：自転車エルゴメータによる
持久性テスト、垂直跳テスト、リバウンドジャンプテスト、敏しょう性テスト）

        イ．武道課程　　Ｍ 柔道　Ｎ 剣道
５．本学が課す平成29年度大学入学者選抜大学入試センター試験の教科・科目
　（１）平成28年度以前の大学入試センター試験成績の利用は行いません。
　（２ ）国語又は数学から1教科・1科目、地理歴史若しくは公民又は理科から

1教科・1科目、外国語から1科目の合計3教科・3科目を受験しているこ
とが条件です。

　　　 　なお、本学が指定する教科・科目数を超えて受験した場合は、高得点
となる3教科・3科目を合否判定に用います。ただし、地理歴史及び公民
並びに理科の試験時間において2科目を受験する場合には、第1解答科目
の得点を用います。

平成29年度学生募集のお知らせ  ～推薦入試及び一般入試～

教科 グループ 科目 教科科目の選択の方法
国　語 「国語」

　左記の２教科・７科目のうちから１教
科・１科目を受験していること。数　学

① 「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

② 「数学Ⅱ」　「数学Ⅱ・数学Ｂ」
「簿記・会計」「情報関係基礎」

地理歴史 「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」 
　  「日本史Ｂ」「地理Ａ」「地理Ｂ」「現
代社会」「倫理」「政治・経済」「倫
理，政治・経済」

　左記の３教科・18 科目のうちから１
教科・１科目を受験していること。
　ただし，「基礎を付した科目」につい
ては，２科目を受験していること。

公　民

理　科
① 「物理基礎」「化学基礎」

「生物基礎」「地学基礎」
② 「物理」「化学」「生物」「地学」

外国語
「英語」「ドイツ語」
「フランス語」
「中国語」「韓国語」

　左記の１教科・５科目のうちから１教
科・１科目を受験していること。
　（「英語」を選択する者は，筆記とリス
ニングの双方を受験すること。）

（問い合わせ先）
 〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地
　鹿屋体育大学教務課入試係
　TEL：0994-46-4869  FAX：0994-46-2515
　E-mail:nyushi@nifs-k.ac.jp 
 公式ホームページ　　http://www.nifs-k.ac.jp/
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　私たち漕艇部は、中村夏実先生を顧問とし
大隅湖を中心に日々練習に取り組んでいます。
練習内容としては、毎週月曜日から土曜日ま
で、ウエイトトレーニングやローイングエル
ゴ、大隅湖での乗艇練習などをしています。
時には高校生の合宿に参加させていただいて
います。ただ体を動かすのではなく、授業で
学んだ知識を使ったり、全員が練習の目的を
共有したりするなど頭を使った練習を心がけ
ています。
　練習場である大隅湖は、鹿屋の高校生や鹿
屋体育大学カヌー部と共同で使用しており、
より良い成績を残すためお互いに切磋琢磨し
ています。このような環境で練習を行うこと
により、日々多くのことを学ばせて頂いてい
ます。

　昨年、今年と部員が増え、部の活気が日に
日に高まっています。このモチベーションを
維持したまま、今年度の全日本大学選手権大
会に臨む所存です。今年度は西日本選手権大
会、全日本新人選手権大会において女子のダ
ブルスカルが入賞を果たした一方で、男子種
目は入賞を逃しているのが現状です。まだま
だ納得のできる結果ではなかったので試合ま
での残りの時間を一漕入魂の気持ちで、一回
一回の練習が有意義になるように心がけてい
きます。私たちは他のチームに比べて体格が
やや劣っていますが、それを補えるような技
術を活かした玄人好みの戦略で戦っていきま
す。
　まだまだ未熟ではありますが、伸び盛りの
鹿屋体育大学漕艇部の応援をよろしくお願い
します。

漕艇部

課外活動団体紹介

　

7
月
13
日
と
20
日
に
、
鹿

屋
体
育
大
学
水
野
講
堂
に

て
、
学
生
と
教
職
員
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
、
生
活
安

全
お
よ
び
女
性
に
対
す
る
安

全
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
2

日
間
で
６
３
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
①
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
、
②
学
生
等
の
防
犯
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
、
鹿
屋
警

察
署
交
通
課
お
よ
び
生
活
安

全
刑
事
課
の
職
員
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
に
先
立
ち
、
7
月
10
日

深
夜
、
不
慮
の
交
通
事
故
で

亡
く
な
っ
た
同
大
2
年
生
中

江
周
平
さ
ん
に
対
し
て
、
黙

交
通
安
全
、生
活
安
全
お
よ
び

女
性
に
対
す
る
安
全
講
習
会
を
開
催

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

男
子
34
校
、
女
子
27
校
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
鹿
屋
体
育

大
学
女
子
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
、
男
子
チ
ー
ム
は
3
位
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
男
子

20
校
、
女
子
18
校
が
鹿
屋
に

集
結
し
、
鹿
屋
体
育
大
学
は

他
大
学
を
圧
倒
し
、
男
女
ア

ベ
ッ
ク
優
勝
と
い
う
結
果
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
陸
上
競
技

部
・
水
泳
部
・
硬
式
野
球

部
・
テ
ニ
ス
部
・
サ
ッ
カ
ー

部
も
参
加
し
、
優
秀
な
成
績

を
修
め
る
な
ど
、
実
り
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
7
月
8
日
、
鹿
屋
体

育
大
学
に
お
い
て
同
大
学
生

と
鹿
屋
養
護
学
校
の
高
校
生

と
の
交
流
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
交
流
授
業
は
、

鹿
屋
養
護
学
校
か
ら
の
要
望

に
よ
り
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
鹿
屋
養
護

学
校
の
高
校
1
年
生
23
名
と

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
午
前

中
は
、
キ
ャ
リ
ア
対
策
セ
ミ

ナ
ー
（
教
員
コ
ー
ス
）
を
受

講
し
て
い
る
学
生
と
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ボ
ー
ル
遊

び
を
行
い
、
学
生
食
堂
で
の

昼
食
の
後
、
午
後
か
ら
は
実

技
実
習
（
柔
道
、
体
操
競

技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
の
授

業
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
ら
は
大
学
生
と
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し

く
活
動
し
た
り
、
目
を
輝
か

せ
て
興
味
深
く
授
業
を
見
学

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

数
日
後
に
は
、
高
校
生
か

養
護
学
校
の
高
校
生
と
交
流
授
業

バレーボール部はアベック優勝！

優勝したバスケットボール女子チーム

ら
の
お
礼
の
寄
せ
書
き
が
大

学
生
に
届
け
ら
れ
、
受
け

取
っ
た
教
員
の
卵
た
ち
は
、

ま
す
ま
す
教
員
と
い
う
目
標

に
向
け
て
の
や
る
気
が
高

ま
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

第
66
回
九
州
地
区
大
学
体

育
大
会
の
夏
季
大
会
が
6
月

24
日
か
ら
7
月
17
日
の
日
程

で
鹿
児
島
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
事
務
局

と
し
て
今
回
の
大
会
を
運
営

し
、
硬
式
野
球
を
は
じ
め
17

競
技
が
鹿
児
島
の
大
学
8
校

で
分
担
さ
れ
、
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
競
技
担
当
し
、
同

大
学
体
育
館
や
鹿
屋
市
体
育

館
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
な

ど
を
会
場
に
開
催
し
ま
し

た
。

祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
に
関
す
る
講
話

で
は
、
自
動
車
の
事
故
等
、

学
生
に
と
っ
て
身
近
な
話
題

を
取
り
上
げ
て
の
説
明
が
な

さ
れ
、
生
活
安
全
に
関
す
る

講
話
で
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪

被
害
防
止
を
は
じ
め
、
薬
物

乱
用
防
止
、
盗
難
防
止
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
女
性
に
対
す
る

安
全
教
室
と
し
て
、
不
審
者

に
襲
わ
れ
た
場
面
に
備
え
た

護
身
術
に
つ
い
て
実
演
を
交

え
た
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
は
、
学

生
が
交
通
安
全
や
防
犯
意
識

等
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
を

習
得
す
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
平
成

28
年
8
月
2
日
～
4
日
の

3
日
間
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
産

業
総
合
展
示
会
「SP

O
R

 
T

E
C

2016
」
に
出
展

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
約

７
０
０
社
が
出
展
し
て
お

り
、
来
場
者
数
は
3
日
間
で

４
６
、５
１
７
名
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。同
大
出
展
ブ
ー

ス
で
は
、
産
学
連
携
広

報
チ
ラ
シ
、
大
学
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
サ
プ
リ

メ
ン
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
配
布
し
、
共
同

研
究
の
成
果
に
よ
る
製

品
や
、
同
大
保
有
特
許

の
製
品
紹
介
、
受
託
・

共
同
研
究
等
の
産
学
連

携
の
広
報
活
動
な
ど
を

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
６

行
い
ま
し
た
。
同
大
の
ブ
ー

ス
を
訪
れ
た
来
場
者
か
ら

は
、
大
学
の
施
設
、
産
学
連

携
活
動
の
成
果
、
卒
業
生
の

就
職
先
、
鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト

食
堂
に
つ
い
て
様
々
な
質
問

を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
大

と
の
受
託
・
共
同
研
究
を
希

望
す
る
企
業
と
の
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
非
常
に
充
実
し

た
出
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

8
月
6
日
、
鹿
屋
市
中
心

街
を
コ
ー
ス
に
か
の
や
夏
祭

り
「
総
踊
り
」（
か
の
や
夏

祭
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大
学

か
ら
も
自
転
車
競
技
部
・
硬

式
野
球
部
・
留
学
生
・
体
育

会
の
学
生
、
教
職
員
総
勢
80

名
の
踊
り
連
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
大
学
構
内
で
最
後

の
練
習
と
結
団
式
を
行
い
、

士
気
を
高
め
て
か
ら
ス
タ
ー

ト
地
点
の

鹿
屋
市

役
所
へ
移

動
。ス
タ
ー

ト
時
刻
は

16
：
30
過

ぎ
と
ま
だ

ま
だ
暑
い

中
で
し
た

か
の
や
夏
祭
り「
総
踊
り
」に
参
加

が
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
法
被

姿
の
踊
り
連
メ
ン
バ
ー
は
最

後
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
鹿
屋
体
育
大

学
関
係
者
3
名
が
出
場
し
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
、
10
月
29
日
、
30

日
に
開
催
す
る
蒼
天
祭
（
学

園
祭
）
に
つ
い
て
、
山
車
の

飾
り
や
の
ぼ
り
旗
、
チ
ラ
シ

等
を
使
っ
て
の
広
報
活
動
も

行
い
ま
し
た
。

事
務
局
大
学
と
し
て

九
州
地
区
大
学
体
育
大
会
を
開
催

楽
し
く
練
習
出
来
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
て
、
柔
道
が
日

本
と
フ
ラ
ン
ス
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
に
な
っ
て
欲
し
い
と
語

り
ま
し
た
。

　

7
月
19
日
、
フ
ラ
ン
ス
・

マ
ル
セ
イ
ユ
の
柔
道
家
で
あ

る
レ
ベ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ン
・
ミ

シ
ェ
ル
氏
が
鹿
屋
体
育
大
学

の
福
永
哲
夫
学
長
（
役
職
は

当
時
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
同
大
の
濱

田
初
幸
教
授
を
訪
ね
た
縁
か

ら
、
同
大
を
度
々
訪
れ
て
い

ま
す
。
柔
道
は
礼
節
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
道
を
究
め
よ
う
と
思
っ

た
と
い
う
ミ
シ
ェ
ル
氏
。
柔

道
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
指
導
す
る
際
に
は

レ
ベ
ッ
ク・ジ
ャ
ン・ミ
シ
ェ
ル
氏
が

学
長
訪
問
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　平成 28 年度後期分の学生宿舎経費は、下記のとおり銀
行口座引落を行いますので、よろしくお願いいたします。
１．銀行口座引落日：10 月 12 日（水）
　　前日までに引落口座へ預金してください。
２．学生宿舎経費：後期分
　　（平成 28 年 10 月分～平成 29 年 3 月分）
　　　　　寄宿料　　　25,800 円（4,300 円× 6 ヶ月）
　　　　　運営費　　　57,000 円（9,500 円× 6 ヶ月）
　　　　　   計　　　　82,800 円
３．問い合わせ先：鹿屋体育大学  学生課生活支援係
　　　　　　　　　　　TEL　0994-46-4888

学生宿舎経費の納付について

SOUTEN No.306
⑷平成２８年９月

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際
交
流
、

学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

闘いのスケジュール 10月
１日　平成28年度全日本学生柔道体重別選手権大会（男子35回 女子32回）
 （～２　東京/日本武道館）
８日　九州大学秋季バレーボール男子リーグ戦（１部リーグ戦第２週）
 （～10　福岡/西日本工業大学）
20日　　〃　（１部リーグ戦第3週）
 （～23　宮崎/都城市体育文化センター）
８日　九州大学秋季バレーボール女子リーグ戦（１部リーグ戦第２週）
 （～10　佐賀/市村記念体育館）
27日　　〃　（１部リーグ戦第３週）
 （～30　大分/別府アリーナ）
９日　第64回全日本学生剣道優勝大会
 （大阪/エディオンアリーナ大阪）
12日　平成28年度全日本大学対抗テニス王座決定試合
 （～16　東京/有明テニスの森公園)
16日　第53回全日本学生自転車競技トラック新人戦・西日本大会
21日　第32回日本ジュニア陸上競技選手権大会
 （～23　愛知/パロマ瑞穂スタジアム）
22日　第59回九州学生体操競技新人大会
 （～23　長崎/長崎県立総合体育館）
 第26回記念2016ジャパンカップサイクルロードレース
 （～23　栃木/宇都宮市内）
29日　平成28年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会
 （男子18回 女子8回）
 （～30　兵庫/ベイコム総合体育館）
30日　第34回全日本大学女子駅伝対校選手権大会
 （宮城/仙台市陸上競技場他）

学内行事 10 月
  1 日 開学記念日
  3 日 授業開始・小クラス懇談会（～ 4 日）
 学内交通安全指導（～ 6 日）・履修登録変更期間（～ 18 日）
13 日 AO（SS）入試第 2 次選考
15 日 第 2 回大学説明会
24 日 大学院修士課程入試
25 日 大学院博士後期課程入試
29 日 蒼天祭（～ 30 日）

【陸上競技】   
◆第69回西日本学生陸上競技対抗選手権大会
（7/1～7/3　京都府/西京極運動公園陸上競技場）
▽男子
　800ｍ 5位 高木　駿一
　1500ｍ 3位 中西　蓮
　砲丸投 4位 吉川　巧哉
　円盤投 1位 清水　郁宏
▽女子   
　800ｍ 1位 堤　裕希乃
　1500ｍ 5位 日隈　彩美
　走高跳 3位 八塚　彩
　ハンマー投 5位 山本　匠子
◆第66回九州地区大学体育大会
 （7/９～7/10　鹿児島/鴨池陸上競技場）
▽男子
　男子総合 3位 鹿屋体育大学
　４×100ｍリレー 2位 大津、許田、中島、坂本
　４×400ｍリレー 1位 許田、松島、坂本、谷本
　棒高跳 2位 唐澤　拓弥
　三段跳 2位 楢林　佳明
　ハンマー投 3位 勝野　仰
▽女子   
　女子総合 3位 鹿屋体育大学
　1500ｍ 1位 山川　小春
　走幅跳 2位 宮下　菜央
　ハンマー投 1位 山本　匠子
  2位 板垣　いずみ
 やり投 3位 片小田　菜奈美
【男子バレーボール】   
◆第66回九州地区大学体育大会
 （7/9～7/10　鹿児島/鹿屋体育大学他）
  1位 鹿屋体育大学
◆九州大学ビーチバレー男子選手権大会
 （7/23～7/24　熊本/芦北町マリンパークビーチ）
　ペア 1位 岩本・二宮
　 3位 堀田・福井
【女子バレーボール】
◆2016年度　第42回西日本バレーボール大学女子選手権大会
 （6/29～7/2　大阪/府民共済SUPERアリーナ）
  2位 鹿屋体育大学
◆第66回九州地区大学体育大会
 （7/９～7/10　鹿児島/串良平和アリーナ）
  1位 鹿屋体育大学
◆2016アジア東部地区女子選手権大会
 （7/19～7/24　中国/張家港）
  2位 日本（中山恭佳、秋山愛海）
【男子バスケットボール】
◆第66回九州地区大学体育大会
 （7/１～7/４　鹿児島/鹿屋体育大学他）
  3位 鹿屋体育大学
【女子バスケットボール】
◆第66回九州地区大学体育大会
 （7/1～7/4　鹿児島/鹿屋体育大学他）
  1位 鹿屋体育大学
【水泳】
◆第76回九州学生選手権水泳競技大会
（7/9～7/10　大分/別府市営青山プール）
▽男子   
　50ｍ自由形 3位 湯之原　孝実
　100ｍ自由形 1位 川合　真
  2位 今井　祐次郎
　200ｍ自由形 1位 今井　祐次郎
  2位 松林　耕一
　400ｍ自由形 1位 小林　祐馬
　1500ｍ自由形 1位 岩下　幸平
  2位 小林　祐馬
  3位 佐貫　省吾
　100ｍ背泳ぎ 1位 遠藤　舜弥
  2位 富田　修平
　200ｍ背泳ぎ 2位 富田　修平
　100ｍ平泳ぎ 1位 宮澤　祐太
  3位 脇園　樹
　200ｍ平泳ぎ 1位 宮澤　祐太
  2位 脇園　樹
　200ｍバタフライ 1位 野﨑　充
　200ｍ個人メドレー 2位 田崎　竜成
　400ｍ個人メドレー 1位 田崎　竜成
  3位 野﨑　充
　400ｍフリーリレー 1位 川合・松林・湯之原・今井
　800ｍフリーリレー 1位 川合・松林・小林・今井
　400ｍメドレーリレー 1位 遠藤・宮澤・田崎・松林
▽女子   
　50ｍ自由形 1位 牟田　絢香
  3位 大木場　真由

　100ｍ自由形 1位 石原　愛由
  3位 鳥居　真世
　200ｍ自由形 1位 石原　愛由
  3位 鳥居　真世
　400ｍ自由形 1位 村中　みいな
  2位 川﨑　碧
  3位 小川　真侑
　800ｍ自由形 1位 村中　みいな
  2位 川﨑　碧
  3位 小川　真侑
　100ｍ背泳ぎ 2位 山口　藍李
  3位 伊藤　鮎香
　200ｍ背泳ぎ 1位 山口　藍李
  3位 伊藤　鮎香
　100ｍ平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
　200ｍ平泳ぎ 1位 五十嵐　陽美
　100ｍバタフライ 1位 大黒　舞子
  2位 大木場　真由
　200ｍバタフライ 1位 大黒　舞子
　200ｍ個人メドレー 1位 早水　柚香子
 400ｍ個人メドレー 1位 早水　柚香子
  2位 寺田　奈央
 400ｍフリーリレー 1位 牟田・大黒・菅・石原
 800ｍフリーリレー 1位 石原・鳥居・村中・大黒
 400ｍメドレーリレー 1位 山口・五十嵐・大黒・石原
◆第66回九州地区大学体育大会
 （7/16～7/17　鹿児島/鴨池公園水泳プール）
▽男子   
　50ｍ自由形 1位 湯之原　孝実
  2位 岡本　匡史
　100ｍ自由形 1位 松林　耕一
  2位 今井　祐次郎
  3位 川合　真
　200ｍ自由形 1位 川合　真
　400ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  2位 梶谷　一樹
  3位 齋藤　優作
　1500ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  2位 岩下　幸平
  3位 佐貫　省吾
　100ｍ背泳ぎ 1位 遠藤　舜弥
  2位 富田　修平
　200ｍ背泳ぎ 1位 富田　修平
  2位 遠藤　舜弥
　100ｍ平泳ぎ 1位 宮澤　祐太
  2位 脇園　樹
  3位 田渕　寛大
　200ｍ平泳ぎ 1位 脇園　樹
  3位 田渕　寛大
　200ｍバタフライ 1位 野﨑　充
  3位 西田　直史
　400ｍ自由形個人メドレー 1位 田崎　竜成
  2位 野﨑　充
　400ｍメドレーリレー 1位 遠藤・宮澤・野﨑・松林
　400ｍフリーリレー 1位 岡本・湯之原・川合・遠藤
　800ｍフリーリレー 1位 梶谷・松林・今井・川合
▽女子
　100ｍ自由形 1位 牟田　絢香
  2位 菅　晴瑠奈
　200ｍ自由形 1位 鳥居　真世
  2位 牟田　絢香
　800ｍ自由形 1位 川﨑　碧
  2位 小川　真侑
　100ｍ背泳ぎ 1位 山口　藍李
  2位 伊藤　鮎香
  3位 川崎　涼夏
　200ｍ背泳ぎ 1位 山口　藍李
  2位 川崎　涼夏
　100ｍ平泳ぎ 3位 鈴木　佐知
　200ｍ平泳ぎ 1位 五十嵐　陽美
　100ｍバタフライ 1位 大黒　舞子
  2位 大木場　真由
　200ｍバタフライ 1位 大黒　舞子
  2位 大木場　真由
  3位 寺田　奈央
　400ｍメドレーリレー 1位 伊藤・鈴木・寺田・牟田
 400ｍフリーリレー 1位 菅・大黒・牟田・大木場
 800ｍフリーリレー 1位 菅・鳥居・川﨑・大木場
【柔道】   
◆第48回九州ジュニア、第19回九州女子柔道体重
別選手権大会（7/2～7/3　福岡/福岡武道館）
▽男子   
　60㎏級 3位 森田　将矢
　63㎏級 3位 清家　裕馬
　81㎏級 1位 竹下　将樹
  2位 山田　史人
　90㎏級 2位 吉田　翼
　100㎏級 1位 大石　智也
  2位 吉野　敦哉
　100㎏超級 2位 平﨑　省吾

７月

授業料の納付について
　平成 28 年度後期分授業料は、下記のとおり銀行口座引
落を行いますので、よろしくお願いいたします。
１．銀行口座引落日：10 月 27 日（木）
　　10 月 26 日（水）までに引落口座へ預金してください。
２．授業料（半期分）：267,900 円
３．問い合わせ先：鹿屋体育大学　財務課出納係
　　　　　　　　　　　TEL　0994-46-4840

《
一 

般
》
カ
イ
コ
ー
㈱
様
（
三
万
円
）

▽女子   
　52㎏級 3位 阪部　りり子
　57㎏級 2位 上島　千明
　63㎏級 2位 飯野　鈴々
　70㎏級 2位 牧田　朱加
　78㎏超級 3位 桒原　佑佳
【剣道】   
◆第64回全日本剣道選手権大会（7/3 東京/日本武道館）
 男子 3位 牧島　凜太郎
【ヨット】   
◆2016年度九州学生ヨット選手権大会（個人戦）
（7/2～7/3　福岡/福岡市ヨットハーバー）
▽混合　国際スナイプ級 3位 仲山（景）・此上
 　　　国際470級 2位 仲山（好）・三谷　3位　岩城・中本
【自転車競技】   
◆第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
（7/2～7/3　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽男子   
 スプリント 2位 野上　竜太　4位 堀　航輝
 ケイリン 3位 黒枝　咲哉　5位 安本　昇平
  7位 釘尾　真幸
 タンデム・スプリント 7位 安本・徳田（匠）
 ポイント･レース 3位 松本　憲斗　5位 徳田　匠
 マディソン 4位 黒枝　咲哉
▽女子   
 スプリント 1位 西島　叶子　4位 髙田　奈生
 タイムトライアル 4位 橋本　優弥　7位 西島　叶子
  8位 髙田　奈生
 ポイント・レース 2位 橋本　優弥　5位 髙田　奈生
 インディヴィデュアル・パーシュート 2位 橋本　優弥　3位 中井　彩子
◆2016 年度 全日本学生トラックレースシリーズ 第３戦
（7/15～7/16　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
▽女子   
 フライング・タイム・トライアル 1位 髙田　奈生　2位　西島　叶子
  3位 内村　風羽香
  タイムトライアル 1位 西島　叶子　2位　内村　風羽香
  3位 髙田　奈生
 チームスプリント 1位 髙田・西島


